
ま
ち
で
育
て
る

　
み
ん
な
の
宝

特 集

お
し
い
笑
顔
を
見
せ
る
子
ど
も
に
、周
り
の
大
人
も
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
れ
る
。そ
の
笑
顔
は
、親
や
家
族
に
は
も
ち

ろ
ん
、ま
ち
に
と
って
も
、か
け
が
え
の
な
い
宝
物
。　
　
　

　
今
年
５
月
、総
務
省
が
発
表
し
た
日
本
に
お
け
る
子
ど
も（
14
歳
以

下
）の
数
は
、前
年
に
比
べ
て
約
18
万
人
少
な
い
１
，５
３
３
万
人
あ
ま

り
と
な
って
い
ま
す
。こ
れ
で
38
年
連
続
の
減
少
と
な
り
、仕
事
と
育
児

の
両
立
や
、子
育
て
の
負
担
感
、経
済
的
な
不
安
の
増
大
が
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　一方
で
、高
知
県
で
は
、子
ど
も
の
数
こ
そ
減
り
続
け
て
は
い
ま
す
が
、県

外
か
ら
の
移
住
者
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、合
計
特
殊
出
生
率
は
全
国
の

中
で
も
高
い
伸
び
率
と
な
って
い
ま
す
。四
万
十
町
に
お
い
て
も
、平
成
29
年

に
は
、年
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数
が
、前
年
よ
り
19
人
多
い
97
人
と
な

る
な
ど
、今
後
も
よ
り
充
実
し
た
子
育
て
環
境
が
必
要
と
な
って
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、四
万
十
町
で
は
、こ
れ
か
ら
子
育
て
を
し
て
い
く
ご
家
庭
や
、

子
育
て
に
日
々
励
ん
で
い
る
ご
家
庭
を
応
援
し
て
い
く
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
って
い
ま
す
。そ
の
現
場
で
は
、取
り
組
み
の一つ
ひ
と
つ
に
、関
わ
る

人
の
あ
た
た
か
く
優
し
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家

庭
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
子
さ
ん一人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
す
る
。

そ
れ
が
、四
万
十
町
の
子
育
て
支
援
で
す
。

一つ
ひ
と
つ
が
大
き
な
力
に

　
ま
た
、子
育
て
世
代
に
お
い
て
、共
働
き
世
帯
が
多
い
四
万
十
町
で

は
、公
的
機
関
に
よ
る
子
育
て
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
で
の
取
り
組

み
や
、地
域
の
方
々
の
あ
た
た
か
い
声
か
け
や
思
い
や
り
の一つ
ひ
と
つ

が
、子
育
て
を
応
援
す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。今
回
の
特
集
シ

リ
ー
ズ
で
は
、子
育
て
支
援
に
関
す
る
制
度
や
地
域
で
の
取
り
組
み

を
、３
回
に
わ
た
って
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

想
い
が
詰
ま
っ
た
子
育
て
支
援

シリーズ❶/３

愛

子育て家庭を応援する
まちの取り組みを特集します。

 健康福祉課、または大正・十和各町民生活課で母子手帳を
お渡しし、保健師がお母さんの様子を伺います。
　また、妊娠後期には、保健師や助産師がご家庭への訪問
を行います。体調の不安や悩み相談など、出産・子育てに向
けて妊婦さんに寄り添いサポートします。

　町民課、または大正・十和各町民生活課で出生届を提出いただき、出産祝金や
児童手当などの各種手続きを行います。また、保健師や助産師、保育士がご家庭
を訪問し、健康状態や育児についての相談、子育て支援制度や予防接種の説明
などを行います。

一人ひとりを、大切に。

主な支援制度

主な支援制度

愛めぐり
助　け
支　え

い
と

妊活にお悩みのとき ・妊娠が分かったら

赤ちゃんが生まれたら

　保育園へ入所する前には、子育て支援センターをご利用いただけます。（妊婦さん
もご利用いただけます。）ここでは、お子さんと一緒に遊んだり、平日の日中にお子さ
ん（1歳以上）を一時的に預けることができます。また、定期的に実施している赤ちゃ
ん相談・母乳相談では、保健師や助産師、栄養士などが、出産や育児について様々な
相談やアドバイスを行っています。子育て支援センターについては、来月の特集の
中で詳しくご紹介しますので、ぜひご覧ください。

子育て中には

●不妊治療助成…………
●妊婦健診通院費助成…
●妊婦一般健康診査……
●ぽんぽこひろば………
　（妊婦カフェ）

特定不妊治療・一般不妊治療費を助成します。

町外の医療機関で妊婦一般健康診査受診票を使って受診する際の通院費を助成します。（5,000円×14回）

医療機関で受診する妊婦一般健康診査の費用を助成します。（合計14回）

助産師への相談や、妊婦さん同士の交流の場として、
月1回、窪川子育て支援センターで行っています。

●新生児聴覚検査…………

●乳児一般健康診査………

出生後2～4日に入院中の産科医療機関での検査費用（5,540円）を助成します。

医療機関で受診する乳児一般健康診査の費用を
助成します。（合計2回）

●出産祝金…………………

●未熟児養育医療費給付…

第1子および第2子は5万円、第3子以降は30万円を支給します。

未熟児の医療費を給付します。

【お問い合わせ先】　健康福祉課　☎22-3115

【お問い合わせ先】　町民課　☎22-3117

主な支援制度

●保育料無償化……………

●乳幼児・児童医療の助成…
●児童手当の支給…………

中学校修了までの医療費（保険分）の自己負担分を助成します。

小学校修了まで第1子および第2子は月額 10,000円、第3子は15,000円、中学校修業期間中は　
生徒1人につき10,000円を支給します。

3～5歳児まで（住民税非課税世帯の0～2歳児を含む）の保育所・認定こども園の利用料およびおかず・
おやつ代が無料です。
※0～2歳児（住民税非課税世帯を除く）の保育料については、保育所
などを利用する最年長の子どもを第１子とカウントして、第2子は
半額、第3子以降は無料です。

【お問い合わせ先】　生涯学習課　☎22-3576

【お問い合わせ先】　町民課　☎22-3117

【お問い合わせ先】　健康福祉課　☎22-3115

出産・子育ては不安がいっぱい。それぞれのご家庭へ寄り添いサポートします。
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